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第１期 

運 用 報 告 書 (全 体 版 ) 

 

外貨建て日系債券ファンド17-03 
（為替ヘッジなし） 

（愛称 花菖蒲17-03（為替ヘッジなし）） 

 

【2017年12月21日決算】 

 

受益者の皆様へ 

平素は格別のご愛顧を賜り厚くお礼申し上げます。

皆様の「外貨建て日系債券ファンド17-03（為替ヘッ

ジなし）（愛称 花菖蒲17-03（為替ヘッジなし））」は、

2017年12月21日に第１期決算を迎えましたので、設定

以来の運用状況ならびに決算のご報告を申し上げます。

今後とも、一層のご愛顧を賜りますようお願い申し

上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 単位型投信／海外／債券 

信 託 期 間 2017年３月31日から2021年12月21日までです。 

運 用 方 針 

外貨建て日系債券マザーファンド17-01（以

下、「マザーファンド」といいます。）の受益

証券への投資を通じて、本邦の企業および

その子会社等（海外子会社等を含みます。）

または政府系機関・地方自治体等の発行す

る、主に米ドルを中心とした先進国通貨建

ての債券に投資を行い、投資信託財産の着

実な成長と安定した収益の確保を目指して

運用を行います。 

実質組入外貨建資産については、原則とし

て為替ヘッジを行いません。 

主 要 投 資 

対 象 

当ファンド 
マザーファンドの受益証券

を主要投資対象とします。 

外貨建て 

日系債券 

マ ザ ー 

ファンド 

1 7 - 0 1 

取得時においてBBB格相当以

上の外貨建債券を主要投資

対象とします。 

投 資 制 限 

当ファンド 

マザーファンドの受益証券

への投資割合には制限を設

けません。 

外貨建て 

日系債券 

マ ザ ー 

ファンド 

1 7 - 0 1 

外貨建資産への投資割合に

は制限を設けません。 

分 配 方 針 

毎年12月21日（休業日の場合は翌営業日）に

決算を行い、原則として、以下の方針に基づ

き、収益分配を行います。 

分配対象収益の範囲は、元本超過額または

経費控除後の利子・配当等収益のいずれか

多い金額とします。経費控除後の利子・配当

等収益には、マザーファンドの利子・配当等

収益のうち、投資信託財産に帰属すべき利

子・配当等収益を含むものとします。 

分配金額は、委託会社が分配可能額、基準価

額水準、市況動向等を勘案して決定します。 

分配対象収益が少額の場合には、収益分配

を行わないことがあります。 
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外貨建て日系債券ファンド17-03（為替ヘッジなし）（愛称 花菖蒲17-03（為替ヘッジなし）） 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

受 益 者 
利 回 り 

Citi Non-JPY WorldBIG 
Index Japan Issuers JPY 債  券 

組入比率 
債  券 
先物比率 

元 本 
残 存 率 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 額 

期 中 
騰 落 率 

（参考指数） 
期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 円 ％ ％ ポイント ％ ％ ％ ％ 

2017年３月31日 10,000 － － － － 250.2435 － － － 100.0 

１期(2017年12月21日) 10,403 0 403 4.0 5.5 262.4142 4.9 96.8 － 72.5 
 

（注） 基準価額および分配金（税引前）は１万口当たり、基準価額の騰落額および騰落率は分配金（税引前）込み。 

（注） 設定日の基準価額は当初設定元本。 

（注） 受益者利回りは、設定以来の年率換算利回りです。 

（注） Citi Non-JPY WorldBIG Index Japan Issuers JPYは当ファンドの参考指数であり、ベンチマークではありません。 

Citi Non-JPY WorldBIG Index Japan Issuers JPYは当該日前営業日の指数値です。 

（注） 当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、債券組入比率および債券先物比率は実質比率を記載しております。 

（注） 債券先物比率＝買建比率－売建比率。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 

Citi Non-JPY WorldBIG 
Index Japan Issuers JPY 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率 

 騰 落 率 （参考指数） 騰 落 率 

(設定日) 円 ％ ポイント ％ ％ ％ 

2017年３月31日 10,000 － 250.2435 － － － 

３月末 10,000 0.0 250.2435 0.0 51.0 － 

４月末 10,040 0.4 252.3627 0.8 97.1 － 

５月末 10,125 1.3 254.0881 1.5 96.9 － 

６月末 10,223 2.2 258.4997 3.3 96.9 － 

７月末 10,125 1.3 256.4638 2.5 94.3 － 

８月末 10,189 1.9 256.8707 2.6 94.5 － 

９月末 10,367 3.7 261.1878 4.4 96.2 － 

10月末 10,431 4.3 262.4295 4.9 96.6 － 

11月末 10,309 3.1 259.8952 3.9 89.1 － 

(期  末)       

2017年12月21日 10,403 4.0 262.4142 4.9 96.8 － 
 

（注） 騰落率は設定日比。 
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外貨建て日系債券ファンド17-03（為替ヘッジなし）（愛称 花菖蒲17-03（為替ヘッジなし）） 

  

  

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

なお、当ファンドは単位型投信であり、実際には分配金は再投資されませんのでご留意ください。 

（注） 参考指数は、Citi Non-JPY WorldBIG Index Japan Issuers JPYです。 

（注） 分配金再投資基準価額および参考指数は、設定日（2017年３月31日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 設定日の基準価額は設定当初の金額、純資産総額は設定当初の元本額を表示しております。（以下同じ。） 

 

○基準価額の主な変動要因 
当ファンドの主要投資対象である「外貨建て日系債券マザーファンド17-01」における主なプラス要因およびマイ

ナス要因は以下の通りです。 

 

（主なプラス要因） 

・保有債券からの利息収入がプラスに寄与しました。 

・一部の保有債券の利回り低下による債券価格の上昇がプラスに寄与しました。 

 

（主なマイナス要因） 

・一部の保有債券の利回り上昇による債券価格の下落がマイナスに寄与しました。 
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外貨建て日系債券ファンド17-03（為替ヘッジなし）（愛称 花菖蒲17-03（為替ヘッジなし）） 

  
米国の債券市場は、短期ゾーンを中心に利回りが上昇しました。経済指標の改善や米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）

の利上げを背景に、期を通じて売りが優勢な展開となりました。ただ、長期ゾーンの債券は、ＩＴ（情報技術）革新

や人口動態の変遷などによる経済構造の変化が物価の下押し圧力として意識されたことや、年金資金等を運用する

機関投資家からの投資需要が根強く続いたこともあり、利回りの変動は小幅なものとなりました。 

スプレッド（社債と国債の利回り格差）については、全般に縮小しました。金融市場全般にボラティリティ（変動

率）が低位で推移する中、期を通じて投資家の利回り選好の動きが優勢となりました。また、世界的な景気拡大を背

景に発行体企業の業績改善期待が高まったことも、社債市場への投資資金の流入を促しました。 

為替市場については、米ドルが対円では概ね横這いの推移となりました。フランス大統領選挙や北朝鮮情勢への

懸念を受けて米ドルが下値を探る場面も見られましたが、米国の景気拡大期待や金利先高観の高まりなどに下支え

されたこともあり、米ドルの対円相場は期を通じてレンジ内での推移となりました。 

 

  
「外貨建て日系債券マザーファンド17-01」の受益証券の組入比率を高位に保ちました。 

実質組入外貨建資産につきましては、運用の基本方針通り為替ヘッジは行いませんでした。 

「外貨建て日系債券マザーファンド17-01」においては、本邦の企業等が発行する米ドル建ての債券に投資を行い

ました。ポートフォリオのデュレーションは、当ファンドの残存信託期間＋0.5年程度とすることを目指しました。

投資する銘柄の選択にあたっては、流動性、信用リスクに留意しつつ、利回り、業績、財務面等の魅力が高いと判断

される債券に着目しました。 

 

  
当期間における当ファンドの基準価額の騰落率は、参考

指数であるCiti Non-JPY WorldBIG Index Japan Issuers 

JPYの騰落率を0.9％下回る結果となりました。 

 

 

 

  

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。 

（注） 参考指数は、Citi Non-JPY WorldBIG Index Japan Issuers

JPYです。 
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外貨建て日系債券ファンド17-03（為替ヘッジなし）（愛称 花菖蒲17-03（為替ヘッジなし）） 

  
当ファンドの分配対象収益の範囲は、元本超過額または経費控除後の利子・配当等収益のいずれか多い金額とし

ます。当期につきましては、分配を見送らせて頂きました。なお、留保益の運用につきましては、元本部分と同一の

運用を行ってまいります。 

 

  
米国の債券市場は、徐々に利回りの上昇圧力が弱まる展開を予想しています。当面は景気拡大観測が利回りの上

昇を後押しすると見られますが、低調な物価指標を背景にインフレ期待が高まり難いこともあり、今後の利回りの

上昇余地は限定的と考えています。また、足元で一部のＩＴ関連企業の株式や仮想通貨などの相場に過熱感が見ら

れることもあり、これらの相場の調整がリスク資産市場全般に波及し、「質への逃避」の動きを伴って利回りが低下

する可能性も見込んでいます。 

スプレッドについては、全般に縮小方向への動きとなることを予想しています。低インフレを背景にＦＲＢが慎

重な政策運営を行うと見られることから、今後も金融市場全般にボラティリティは低位で推移し、投資家の利回り

選好の動きが続くと見込んでいます。また、世界的な景気拡大を背景に発行体企業の業績改善が期待されることも、

社債市場の下支え要因になると考えています。ただ、株式市場等の調整を受けて投資家がリスク回避姿勢を強める

ことも想定されるため、一時的にスプレッドが拡大する場面もあると見ています。 

為替市場は、徐々に米ドルの対円での上値が重くなる展開を予想しています。米国の金利先高観の後退を受けて、

米ドルへの買いが弱まる可能性を見込んでいます。 

このような状況下、当ファンドの運用においては、主要な投資対象である「外貨建て日系債券マザーファンド17-

01」の受益証券の組入れを高位に維持して運用する方針です。 
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外貨建て日系債券ファンド17-03（為替ヘッジなし）（愛称 花菖蒲17-03（為替ヘッジなし）） 

○１万口当たりの費用明細 (2017年３月31日～2017年12月21日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 43  0.417  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (24)  (0.236)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (16)  (0.157)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 2)  (0.024)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） そ の 他 費 用 5   0.052   (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 4)  (0.042)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） ( 1)  (0.009)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.002)  その他は、金融商品取引を行う為の識別番号取得費用等 

 合 計 48   0.469    

期中の平均基準価額は、10,201円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

（注） 各金額において基準価額は円未満切捨て、その他は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） その他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 

 

○売買及び取引の状況 (2017年３月31日～2017年12月21日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
外貨建て日系債券マザーファンド17-01 8,411 8,400 2,327 2,399 

 
（注） 単位未満は切捨て。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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外貨建て日系債券ファンド17-03（為替ヘッジなし）（愛称 花菖蒲17-03（為替ヘッジなし）） 

○利害関係人との取引状況等 (2017年３月31日～2017年12月21日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2017年12月21日現在) 

 

銘 柄 
当 期 末 

口 数 評 価 額 

 千口 千円 

外貨建て日系債券マザーファンド17-01 6,083 6,342 
 

（注） 口数・評価額の単位未満は切捨て。 

 

○投資信託財産の構成 (2017年12月21日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

外貨建て日系債券マザーファンド17-01 6,342 99.2 

コール・ローン等、その他 51 0.8 

投資信託財産総額 6,393 100.0 
 

（注） 評価額の単位未満は切捨て。 

（注） 外貨建て日系債券マザーファンド17-01において、当期末における外貨建純資産（940,509千円）の投資信託財産総額（953,186千円）に

対する比率は98.7％です。 

（注） 外貨建資産は、当期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、邦貨換算レートは１米ドル＝

113.22円です。 

 

 

親投資信託残高 
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外貨建て日系債券ファンド17-03（為替ヘッジなし）（愛称 花菖蒲17-03（為替ヘッジなし）） 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2017年12月21日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 6,393,043   

 コール・ローン等 50,675   

 外貨建て日系債券マザーファンド17-01(評価額) 6,342,368   

(B) 負債 8,411   

 未払信託報酬 8,232   

 その他未払費用 179   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 6,384,632   

 元本 6,137,263   

 次期繰越損益金 247,369   

(D) 受益権総口数 6,137,263口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,403円 
 

（注） 計算期間末における１口当たりの純資産額は、1.0403円です。

（注） 当ファンドの設定元本額は8,456,579円、期末における元本残

存率は72.5％です。 
 

○損益の状況 (2017年３月31日～2017年12月21日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △     19   

 支払利息 △     19   

(B) 有価証券売買損益 74,290   

 売買益 74,292   

 売買損 △      2   

(C) 有価証券評価差損益 267,078   

(D) 信託報酬等 △ 34,443   

(E) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ) 306,906   

(F) 解約差損益金 △ 59,537   

(G) 計(Ｅ＋Ｆ) 247,369   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 247,369   
 

（注） 損益の状況の中で(D)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)解約差損益金とあるのは、中途解約の際、

元本から解約価額を差し引いた差額分をいいます。 

（注） 収益分配金 

計算期間末における元本超過額は247,369円、費用控除後の配

当等収益は238,095円ですが、収益分配は行いませんでした。 

 

<お知らせ> 
該当事項はございません。 
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